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〔
風
間
書
房
、
東
京
都
千
代
田
区
神
田
神
保
町
一
’
三
四
、
電
話
○
三
’

三
二
九
一
’
五
七
二
九
、
二
○
○
二
年
二
月
十
五
日
、
Ａ
五
判
、
二
一

六
頁
、
定
価
本
体
八
五
○
○
円
〕

で
め
ざ
ま
し
い
活
躍
を
み
せ
た
。
か
れ
ら
開
拓
者
の
伝
統
は
現
代
に
お

い
て
も
交
通
事
故
、
悪
性
腫
瘍
、
糖
尿
病
等
に
よ
る
四
肢
切
断
者
の
Ｑ

Ｏ
Ｌ
向
上
に
貢
献
し
て
い
る
。
し
か
し
先
天
性
四
肢
欠
損
症
を
は
じ
め

と
す
る
未
開
拓
の
分
野
も
多
く
残
さ
れ
、
さ
ら
に
一
層
の
発
展
が
の
ぞ

ま
れ
る
。
と
く
に
義
手
・
義
足
の
研
究
は
、
将
来
の
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
へ

の
展
望
が
期
待
で
き
る
前
途
洋
々
た
る
領
域
で
あ
る
。
著
者
も
四
肢
切

断
者
の
今
後
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
体
制
の
整
備
と
社
会
的
な
意
識

改
革
を
呼
び
か
け
て
い
る
。

各
章
に
掲
げ
ら
れ
た
資
料
と
文
献
は
豊
富
で
、
必
要
な
も
の
に
つ
い

て
は
概
要
も
記
さ
れ
読
者
に
親
切
な
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
る
。
欲
を
い

え
ば
年
表
と
索
引
が
つ
い
て
い
る
と
よ
か
っ
た
が
、
そ
の
こ
と
は
本
書

の
価
値
を
い
さ
さ
か
も
暇
つ
け
る
も
の
で
は
な
い
。
義
手
義
足
を
は
じ

め
補
装
具
に
関
わ
る
全
て
の
人
に
と
っ
て
必
読
の
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
ば

か
り
で
な
く
、
広
く
医
療
・
福
祉
に
関
心
を
も
つ
方
々
に
座
右
の
書
と

し
て
推
薦
し
た
い
。

（
篠
川
達
明
）

「
お
産
の
歴
史
」

杉
立
義
一
博
士
が
こ
の
た
び
『
お
産
の
歴
史
」
を
上
梓
さ
れ
た
。
一

般
向
け
の
新
書
判
二
三
七
頁
は
大
著
と
は
い
え
な
い
が
、
八
十
路
に
届

こ
う
と
す
る
著
者
の
、
我
国
の
お
産
の
歴
史
に
対
す
る
幅
広
い
見
解

と
、
衰
え
を
見
せ
ぬ
知
識
の
集
積
を
平
易
に
説
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。

専
門
家
に
よ
る
こ
の
種
の
本
が
、
梶
完
次
『
明
治
前
日
本
産
婦
人
科
史
」

以
後
半
世
紀
も
絶
無
で
あ
っ
た
こ
の
国
で
、
産
婦
人
科
医
、
助
産
婦
は

い
う
ま
で
も
な
く
、
広
く
医
史
、
民
俗
、
女
性
史
等
に
関
心
を
も
つ
人

人
に
も
歓
迎
さ
れ
る
と
思
わ
れ
る
。
評
者
自
身
四
十
年
近
く
い
く
つ
か

の
助
産
師
学
校
で
助
産
史
を
講
じ
て
き
た
が
、
従
来
の
教
科
書
の
記
述

に
は
難
点
の
あ
る
も
の
が
あ
っ
た
。
現
在
「
助
産
学
概
論
」
の
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
の
中
で
行
わ
れ
て
い
る
「
助
産
の
変
遷
」
の
、
信
頼
で
き
る
参

考
書
と
し
て
今
後
役
立
つ
で
あ
ろ
う
。
本
書
に
よ
っ
て
こ
れ
ま
で
内
容

が
よ
く
つ
か
め
な
か
っ
た
事
柄
も
、
多
数
の
貴
重
な
図
版
と
相
俟
っ
て
、

理
解
が
深
め
ら
れ
る
と
期
待
さ
れ
る
。

著
者
は
ヒ
ト
と
サ
ル
の
出
産
か
ら
始
め
、
縄
文
・
弥
生
、
古
墳
、
飛

鳥
・
奈
良
、
平
安
、
鎌
倉
、
室
町
・
戦
国
、
織
豊
、
江
戸
時
代
と
区
分

し
、
近
代
、
現
代
に
も
及
ん
で
、
そ
の
間
産
科
習
俗
に
つ
い
て
該
博
な

知
識
を
提
供
し
て
い
る
。
こ
の
区
分
に
つ
い
て
は
評
者
も
同
感
で
あ

り
、
象
、
ラ
イ
オ
ン
、
霊
長
類
の
助
産
は
比
較
産
科
学
的
に
み
て
意
義

が
あ
る
。
縄
文
の
妊
娠
土
偶
、
分
娩
土
偶
は
原
始
芸
術
的
に
も
素
晴
ら

し
い
が
、
こ
れ
ら
に
触
れ
て
か
ら
有
史
時
代
に
進
む
わ
け
で
あ
る
。

杉
立
義
一
著



別
著
者
は
医
史
の
宝
庫
と
も
い
う
べ
き
京
都
に
多
年
住
み
言
京
都
の
医

６

学
史
』
『
医
心
方
の
伝
来
』
「
賀
川
玄
悦
と
賀
川
流
産
科
」
の
著
書
も
あ

る
。
こ
の
本
で
は
医
心
方
に
九
頁
を
費
し
て
い
る
が
、
特
に
三
○
頁
に

及
ぶ
、
京
都
を
中
心
と
し
た
賀
川
流
産
科
へ
の
記
述
に
は
、
著
者
の
熱

い
思
い
が
感
じ
ら
れ
る
。
ま
た
賀
川
流
批
判
派
に
も
頁
を
割
き
、
バ
ラ

ン
ス
が
と
れ
て
い
る
の
は
幸
で
あ
っ
た
。

日
本
で
は
明
治
初
年
漢
方
医
学
か
ら
西
洋
医
学
に
転
換
し
た
こ
と
を

他
受
け
、
助
産
術
に
つ
い
て
も
西
洋
助
産
術
の
教
育
を
受
け
た
新
産
婆
の

０⑫
活
朧
が
あ
っ
た
。
従
っ
て
現
在
行
わ
れ
て
い
る
助
産
技
術
は
伝
統
的
な

喝
西
洋
の
そ
れ
の
延
長
線
上
に
あ
る
。
会
陰
保
護
法
に
し
て
も
、
二
千
年

第
前
の
ソ
ラ
ノ
ス
以
来
の
伝
統
に
裏
付
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
意
味
で
助

巻媚
産
史
教
育
は
西
洋
助
産
史
か
ら
入
る
べ
き
だ
と
思
う
が
、
助
産
技
術
だ

第
け
が
す
べ
て
で
は
な
く
、
現
代
産
科
臨
床
で
も
日
常
行
わ
れ
る
子
宮
収

誌
縮
薬
、
鎮
痛
薬
、
止
血
薬
等
に
よ
る
内
科
的
助
産
術
も
ま
た
重
要
で
あ

ｆ

さ
ん
み
ほ
う
げ
ん

謝
る
岬
か
評
者
は
墳
釧
流
ょ
刈
揃
に
存
粧
匙
死
一
派
を
な
し
た
三
位
法
眼
家

匪
ｌ
半
井
家
、
糟
尾
流
１
乗
付
流
、
中
条
流
等
に
関
心
を
抱
い
て
い
る
。

本
こ
れ
ら
諸
流
の
方
薬
は
中
国
産
科
の
系
列
に
属
す
る
が
、
我
国
に
お
け

日

る
当
時
の
秩
序
の
中
で
、
各
流
が
秘
方
と
し
た
も
の
が
あ
り
、
こ
れ
ら

も
含
め
て
現
在
か
ら
み
れ
ば
低
水
準
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
け
れ
ど

も
、
そ
れ
が
専
門
家
に
よ
っ
て
一
般
臨
床
に
用
い
ら
れ
て
い
た
事
実
は
、

無
視
す
べ
き
で
な
い
と
考
え
る
。

最
後
に
通
読
し
て
気
付
い
た
点
を
一
、
二
言
か
せ
て
頂
く
こ
と
と
す

る
。
著
者
は
一
六
二
頁
の
記
述
で
山
辺
文
伯
が
『
産
育
編
」
で
引
用
し

イ
ン
ギ
リ
ス

た
諸
厄
利
亜
（
ア
ン
ゲ
リ
ャ
）
の
双
絞
図
は
ス
メ
リ
ー
の
産
科
鉗
子
で
、

「
偏
絞
図
は
パ
ル
フ
ィ
ン
の
鉗
子
だ
ろ
う
か
」
と
疑
問
を
投
げ
か
け
て

い
る
。
こ
れ
は
佐
伯
理
一
郎
ｌ
阿
知
波
五
郎
説
を
顧
慮
さ
れ
た
結
果
と

思
う
が
、
両
図
は
め
日
の
富
Ｑ
シ
艀
ヰ
ョ
ン
コ
呉
○
目
門
巴
目
印
匡
隅
（
一

七
五
四
）
の
第
三
七
図
そ
の
も
の
で
あ
る
。
偏
鮫
図
は
ス
メ
リ
ー
の
直

短
鉗
子
の
左
葉
の
側
面
図
で
、
実
物
を
知
ら
ぬ
文
伯
の
不
正
確
な
模
写

図
が
別
の
鉗
子
と
誤
解
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
最
近
頂
い
た
著
者
か
ら

の
私
信
で
も
こ
れ
を
確
認
し
て
お
ら
れ
る
。
な
お
自
筆
校
正
本
で
は
、

両
方
と
も
双
鋏
図
と
な
っ
て
い
る
。
双
鮫
図
の
右
横
の
鉤
（
ｇ
ｇ
ｇ
８

と
刀
（
２
コ
＆
天
国
烏
）
は
、
図
が
逆
に
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
と
非

常
に
よ
く
似
た
図
が
⑦
昌
扁
目
忠
巨
〉
胃
○
言
巨
三
［
吾
〕
９
号
の
函
呂
凰
①

口
座
ご
囚
，
話
旦
三
○
目
の
Ｐ
Ｆ
Ｃ
且
ｃ
目
〉
国
煙
目
①
昼
（
一
六
一
二
）
に
見
ら

れ
る
こ
と
を
最
近
知
っ
た
。

次
に
「
（
嫡
系
）
賀
川
家
門
籍
」
の
一
八
○
二
年
満
定
の
代
に
入
門
し

た
と
あ
る
「
中
津
家
中
、
山
辺
文
伯
、
二
十
四
歳
」
（
一
七
七
九
年
出
生

と
な
る
）
は
、
文
伯
の
『
産
育
編
」
（
一
七
七
二
）
と
年
代
が
合
わ
ず
、

「
今
後
の
検
討
を
待
ち
た
い
」
と
さ
れ
て
い
る
（
一
六
二
頁
）
。
『
産
育

あ
つ
ま
さ

編
』
の
著
者
篤
雅
文
伯
は
中
津
医
官
で
あ
り
、
一
七
六
四
年
九
月
に
上

洛
し
て
賀
川
玄
悦
か
ら
療
術
の
霊
く
を
口
授
さ
れ
、
『
賀
川
口
伝
覚
書
」

を
残
し
て
い
る
。
評
者
は
、
門
籍
の
文
伯
は
文
伯
を
襲
名
し
た
篤
雅
の

嫡
男
と
み
て
い
る
。
そ
れ
で
話
は
片
付
く
が
、
両
者
の
混
同
は
佐
伯
理

一
郎
『
日
本
女
科
史
」
、
緒
方
正
清
「
日
本
産
科
学
史
」
に
始
ま
っ
て
い

プ
（
》
Ｏ

に
ょ
い

な
お
女
医
に
つ
い
て
は
、
医
疾
令
の
原
文
（
四
四
頁
図
）
に
「
官
戸

脾
」
の
中
か
ら
選
抜
し
た
と
あ
る
が
、
こ
れ
を
、
「
官
戸
の
脾
」
（
富
士
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Ｆ
ヘ
リ

庁
ノ
ー

ハ
ｈ
〉

川
瀞
「
日
本
医
学
史
」
）
と
読
む
か
、
「
官
戸
と
（
官
）
脾
」
（
服
部
敏
良

「
奈
良
時
代
医
学
史
の
研
究
」
）
と
読
む
か
、
二
通
り
あ
る
こ
と
を
著
者

か
ん
こ

か
ん
ぬ
ひ

よ
り
教
示
さ
れ
た
。
律
令
制
下
で
官
戸
、
そ
し
て
（
官
奴
）
脾
は
更
に

官
戸
の
下
に
置
か
れ
た
賤
民
の
一
つ
で
あ
り
、
官
戸
の
蝉
で
は
意
味
を

な
さ
な
く
な
る
。
最
近
は
後
者
が
定
説
の
よ
う
で
あ
る
（
日
本
史
大
事

曲
〈
）
・以

上
余
分
な
こ
と
に
ま
で
立
ち
入
り
、
不
遜
に
亘
っ
た
点
を
お
詫
び

し
た
い
。

本
書
は
「
縄
文
時
代
か
ら
現
代
ま
で
の
一
貫
し
た
通
史
」
と
し
て
よ

く
ま
と
め
ら
れ
た
、
ま
さ
に
こ
の
著
者
に
よ
り
、
出
る
べ
く
し
て
出
た

好
著
で
あ
る
。

（
石
原
力
）

〔
集
英
社
、
東
京
都
千
代
田
区
一
ッ
橋
二
’
五
’
一
○
、
電
話
○
三
’
三

二
三
○
’
六
三
九
三
、
平
成
十
四
年
四
月
二
二
日
、
新
書
判
、
二
三
七

頁
、
定
価
本
体
七
二
○
円
〕

「
江
戸
の
阿
藺
陀
流
医
師
」

二
十
一
世
紀
を
迎
え
て
、
オ
ラ
ン
ダ
語
を
学
ぶ
人
の
数
は
ど
の
く
ら

い
居
ら
れ
る
か
。
ま
た
そ
の
中
で
の
医
師
の
数
は
、
と
な
る
と
微
々
た

る
も
の
で
あ
ろ
う
と
考
え
る
。
日
頃
、
オ
ラ
ン
ダ
語
に
悩
ま
さ
れ
て
い

る
医
師
の
一
人
と
し
て
、
杉
本
っ
と
む
先
生
の
著
作
は
「
解
体
新
耆
の

杉
本
つ
と
む
著

時
代
』
の
他
に
何
が
あ
っ
た
か
と
思
う
こ
と
が
あ
る
。
と
申
す
の
も
筆

者
は
杉
本
先
生
を
語
学
の
先
生
と
理
解
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

『
解
体
新
書
の
時
代
」
の
中
に
、
〃
甲
寅
来
貢
西
客
対
話
″
を
紹
介
し

て
お
ら
れ
る
が
、
当
時
の
蘭
学
者
が
甲
比
丹
一
行
に
会
い
に
、
宿
舎
の

長
崎
屋
へ
出
向
く
た
め
の
許
可
手
続
き
が
載
せ
ら
れ
、
解
説
さ
れ
て
読

者
は
初
め
て
そ
の
複
雑
さ
に
驚
く
の
で
あ
る
。
こ
の
手
続
き
は
オ
ラ
ン

ダ
学
に
と
っ
て
些
細
な
一
事
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
入
口
と
な
っ
て
語

学
、
医
薬
の
技
術
、
西
洋
医
学
の
思
想
が
展
開
し
て
い
く
の
で
あ
る
か

ら
、
当
然
新
著
の
「
江
戸
の
阿
閲
陀
流
医
師
」
に
こ
の
〃
対
話
″
が
載

っ
て
い
る
と
思
っ
た
が
、
残
念
な
こ
と
に
カ
ッ
ト
さ
れ
た
よ
う
で
あ

る
。
こ
れ
は
ち
ょ
っ
と
気
掛
り
な
点
に
思
え
た
。

本
書
は
、
客
観
的
に
、
実
証
的
に
、
万
人
に
納
得
で
き
る
〈
近
代
日

本
医
学
〉
の
源
流
の
真
の
姿
を
描
き
た
い
と
、
次
の
課
題
に
つ
い
て
長

崎
、
江
戸
、
京
阪
、
東
京
へ
の
流
れ
を
追
っ
て
い
る
。
以
下
、
目
次
よ

り
ひ
ろ
っ
て
み
る
。

序
説
Ｉ
翻
訳
と
実
証

Ｉ
、
大
槻
玄
沢
と
そ
の
医
学
思
想

一
、
大
槻
玄
沢
と
『
重
訂
解
体
新
書
」

二
、
一
瘍
医
新
書
」
と
西
洋
医
学
思
想

Ⅱ
、
東
西
の
〈
本
草
学
〉
と
〈
薬
学
・
医
化
学
〉

一
、
本
草
学
と
薬
学

二
、
化
学
と
医
学

Ⅲ
、
日
本
近
代
医
学
の
源
流

一
、
長
崎
通
詞
と
オ
ラ
ン
ダ
医
学
の
導
入


